
まちからのお知らせ、生活に関する制度について

住民環境課　環境対策係
☎476-1111（127・128）

問

総務課　消防交通係
☎476-1111（213）

問

環境

交通

混ぜればゴミ、分ければ資源！

総務課からのお知らせ

特選 　反射材　命を守る　この光 　浦松　空也 さん　　（中沖小学校）

入選 　青色は　みんながにっこり　笑う色 　藤岡　 舞  さん　　（大崎小学校）

入選 　落ち着いて　あせる心が　事故のもと 　岡元　隼斗 さん　　（持留小学校）

入選 　いいだろう　そんな気持ちに　ブレーキだ 　立本　泰聖 さん　　（持留小学校）　

入選 　シートベルト　もしもの時の　命づな 　植村　侑佳 さん　　（野方小学校）　

特選 　「少しくらい」　その油断が　赤信号 　下井倉　諄施 さん　（大崎中学校）

入選 　左右みて　念には念を　ほら危ない 　白坂　都季 さん　　（大崎中学校）

入選 　暗闇で　命のたすき　反射材 　山野　廉虎 さん　　（大崎中学校）

入選 　まあいいか　小さな緩みが　大きな事故に 　吉留　志栞 さん　　（大崎中学校）

入選 　夜道では　小さな光が　命づな 　若松　亜美 さん　　（大崎中学校）

【小学６年生の部】

※学校名、学年は平成 28 年３月現在

【中学２年生の部】

　環境省が実施する『一般廃棄物処理事業実態調査（平成 26年度）』において、本町の資源リ
サイクル率が 81.9％（前年度比 +1.9％）と発表され、9年連続日本一を達成しました。
　この結果は、『混ぜればごみ、分ければ資源』の考えのもと、町民一人ひとりがごみ分別を徹底
したことによるもので、大崎町民の日常生活そのものが日本一の評価を受けたものと思われます。
　これからも、限りある埋立処分場の延命化を図るために、ごみを適切に再資源化し、埋立てら
れるごみをできるだけ減らしましょう。

　平成28年４月６日（水）～15日（金）まで『春の全国交通安全運動』が実施され、運動に先
立ち町内の小・中学校に交通安全標語を募集し、多数の標語が集まり関係機関の審査の結果、下
記の作品が受賞されました。

◆資源リサイクル率９年連続日本一達成！～住民の皆さまに感謝～

◆春の全国交通安全運動標語
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